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労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱

第
一

特
別
教
育
の
追
加

事
業
者
が
労
働
者
に
特
別
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
に
、
足
場
の
組
立
て
、
解
体
又
は
変
更
の
作
業
に
係

る
業
務
（
地
上
又
は
堅
固
な
床
上
に
お
け
る
補
助
作
業
の
業
務
を
除
く
。
）
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二

足
場
の
作
業
床
に
係
る
墜
落
防
止
措
置
の
充
実

一

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
業
場
所
に
設
け
る
作
業
床
の
要
件
と
し
て
、
床
材
と
建
地
と
の
隙
間
を
十
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
未
満
と
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

作
業
の
性
質
上
手
す
り
等
の
墜
落
防
止
設
備
を
設
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
又
は
作
業
の
必
要
上
臨
時
に
当
該

設
備
を
取
り
外
す
場
合
に
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

安
全
帯
を
安
全
に
取
り
付
け
る
た
め
の
設
備
等
を
設
け
、
か
つ
、
労
働
者
に
安
全
帯
を
使
用
さ
せ
る
措
置
又
は
こ
れ

（一）
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

の
措
置
を
講
ず
る
箇
所
に
関
係
労
働
者
以
外
の
労
働
者
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
こ
と
。

（二）

（一）

三

事
業
者
は
、
作
業
の
必
要
上
臨
時
に
手
す
り
等
の
墜
落
防
止
設
備
を
取
り
外
し
た
と
き
は
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
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後
、
直
ち
に
当
該
設
備
を
原
状
に
復
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三

足
場
の
組
立
て
等
の
作
業
に
係
る
墜
落
防
止
措
置
の
充
実

一

つ
り
足
場
、
張
出
し
足
場
又
は
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
構
造
の
足
場
の
組
立
て
、
解
体
又
は
変
更
の
作
業
を
行
う
と

き
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
措
置
に
つ
い
て
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
構
造
の
足
場
の
組
立
て

、
解
体
又
は
変
更
の
作
業
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

一
の
措
置
の
う
ち
、
足
場
材
の
緊
結
、
取
り
外
し
、
受
渡
し
等
の
作
業
を
行
う
と
き
に
、
墜
落
に
よ
る
労
働
者
の
危
険

を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

幅
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
業
床
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
床
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

（一）
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

安
全
帯
を
安
全
に
取
り
付
け
る
た
め
の
設
備
等
を
設
け
、
か
つ
、
労
働
者
に
安
全
帯
を
使
用
さ
せ
る
措
置
を
講
ず
る

（二）
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

第
四

架
設
通
路
及
び
作
業
構
台
に
係
る
墜
落
防
止
措
置
の
充
実

一

架
設
通
路
及
び
作
業
構
台
に
つ
い
て
、
作
業
の
必
要
上
臨
時
に
手
す
り
等
の
墜
落
防
止
設
備
を
取
り
外
す
場
合
等
に
は



、
第
二
の
二
の

及
び

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（一）

（二）

二

事
業
者
は
、
第
二
の
三
と
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

労
働
者
は
、
一
の
場
合
に
お
い
て
、
安
全
帯
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。

第
五

鋼
管
足
場
に
係
る
規
定
の
見
直
し

鋼
管
規
格
に
適
合
す
る
鋼
管
を
用
い
て
構
成
さ
れ
る
鋼
管
足
場
の
う
ち
、
単
管
足
場
の
建
地
に
つ
い
て
は
、
建
地
の
下
端

に
作
用
す
る
設
計
荷
重
（
足
場
の
重
量
に
相
当
す
る
荷
重
に
、
作
業
床
の
最
大
積
載
荷
重
を
加
え
た
荷
重
を
い
う
。
）
が
当

該
建
地
の
最
大
使
用
荷
重
（
当
該
建
地
の
破
壊
に
至
る
荷
重
の
二
分
の
一
以
下
の
荷
重
を
い
う
。
）
を
超
え
な
い
と
き
は
、

建
地
の
最
高
部
か
ら
測
っ
て
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
の
建
地
に
つ
い
て
、
鋼
管
を
二
本
組
と
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
六

注
文
者
の
点
検
義
務
の
充
実

特
定
事
業
の
仕
事
を
自
ら
行
う
注
文
者
は
、
請
負
人
の
労
働
者
に
、
足
場
又
は
作
業
構
台
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該

足
場
若
し
く
は
作
業
構
台
の
組
立
て
、
一
部
解
体
又
は
変
更
の
後
に
お
い
て
、
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
当
該
足
場
又
は
作



業
構
台
に
つ
い
て
点
検
を
行
い
、
危
険
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
修
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
七

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
八

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

経
過
措
置

こ
の
省
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


